
1055 

印刷/田辺印刷附

息
子
さ
ん
も
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
が
、
外
へ
仕
事
に
。

目
立
て
と
い
う
の
は
、
「
ヤ
ス
リ
で
歯
を
研
ぎ
、
板

の
歪
み
を
直
し
、
ア
サ
リ
を
出
す
(
歯
を
互
い
違
い

に
調
整
す
る
)
」
一
連
の
作
業
。
そ
れ
が
終
わ
る
と
、

ま
っ
す
ぐ
切
れ
る
か
ど
う
か
、
「
木
を
引
い
て
、
確
か

め
る
ん
だ
」
と
闘
を
焼
か
せ
ま
す
。
鍛
造
も
、
昭
和

三
十
二
年
ご
ろ
ま
で
は
、
先
代
の
政
信
さ
ん
と
や

っ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
傍
ら
に
は
、
ふ
い
ご
が
そ

っ
と
隠
れ
る
よ
う
に
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

.tL 

(D
一
て

る
一け一

守
一
試

今』

一

お均

一

品
商
工
伝一

-
今
井
一

郎
さ
ん

(六
八
歳

・
下
房
山
)

仕
事
場
は
、
鋸
や
道
具
類
が
ぎ
っ
し
り
。
タ
イ
ム

ス
リ

ッ
プ
し
た
か
と
思
う
ほ
ど
、
そ
こ
に
は
菅
な
が

ら
の
「
姿
」
が
あ
り
ま
し
た
。

一
人
、
鋸
の
自
に
全

神
経
を
集
中
す
る
今
井
さ
ん
。
「
鋸
も
、
今
は
使
い

斡
て
の
時
代
。
傷
ん
で
も
修
理
に
出
す
こ
と
は
、
あ

ま
り
な
い
ね

1
」
。
注
文
の
ほ
と
ん
ど
は
、
大
工
さ
ん

か
ら
だ
そ
う
で
す
。
鋸
自
体
、
需
要
が
減
り
、
使
い

方
す
ら
知
ら
な
い
人
が
多
い
の
で
は
・:
。
最
近
ま
で
、
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一目合同相談所を開股しま守
長野行政監察事務所、上田市などでは、次により r_

B合同行政相談所」を開設します。不動産に関する登

記、税金、境界争いや宅建業などの問題、国および地

方公共団体など役所の仕事(公書、社会福祉、保険、

消費者保護、農地、道路などの問題)に関して、ご相

談のあるかたはお気軽にお出かけください。

1>とき 5月21日(月)午前10時~午後3時 1>とニろ

上回西武(市民ギャラリー)

2.3 市政トピックス
放置自転車を撤去 自治会長の施設見学

4 お知らせア・ラ・ カ・ノレ・ト

税のコーナー 水道週間で染屋浄水場を開放

| お知らせ号】



--甫--m --見にくるよ h 
山火事未然に防ぐ ; 上小地区森林祭(上国営林署など主催)と上田市植 ←ピ
5人に感謝状 ; 樹祭が 「みどりの日J の4月29日、市民の森で開かれ --

ました。参加者は約300人。ボーイスカウト、ガールス ヅ
カウト代表による緑を大切にする重言(=写真上)の --

あと、家族連れらが市有林へケヤキ、スギなど3，000本 ク
: 余りをていねいに植樹し付した (=写真左)。 7天

守そ主主 戸 dイ-;--

-…-闘ノア 1] 、

言ii ~"3~ ~ 

扇で
辺す
(J) 
放 .0

置
自
転
車

ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
|。
四
月
三
目
、

太
郎
山
頂
上
付
近
で
起
き
た
山
火
事
の
延
焼
を

未
然
に
防
い
で
く
れ
た
皆
さ
ん
。

永
野
市
長
は
四
月
十
七
日
、
こ
の
五
人
に
消

防
現
場
協
力
者
と
し
て
、
感
謝
状
を
贈
り
ま
し

た
。
氏
名
は
次
の
と
お
り
。

市
内
新
屋
の
若
林
久
美
子
さ
ん
(
M

m

歳
、
写

真
左
)
弟
め
克
彦
く
ん

(
日
歳、

同
左
か
ら
ニ

番
目
)、
い
と
こ
の
小
島
輝
之
く
ん

(
日
歳

・
千

葉
県
)。
宮
島
哲
朗
さ
ん
(
幻
競
・千
葉
市
)
、
卓
郎

さ
ん
(
幻
歳

・
小
牧
、

同
三
番
目
)
兄
弟
。

「これは異常。親のありがたみがわかっていないの

では…。もう一度、底辺に帰って考える必要が」と片

付ける人。市は、4月18日今年になって初めて、JR上
回駅周辺の放置自転車(約170台)を撤去しました。駅前

は上副市の玄関。訪問先の家の玄関が、靴であふれて

いたら、どんなにりっぱな家でも興ざめですよね。

春
の
叙
勲
と
褒
章

2
人
が
晴
れ
の
受
章

[2] 

• 

政
府
は
、
平
成
二
年
春
の
叙
勲
受
章
者
(
四

月
二
十
九
日
付
け
)
と
褒
章
受
章
者
(
同
二
十

八
日
付
け
)
を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
ま
し
た
。
上

田
市
で
は
、
次
の
二
人
の
か
た
が
暗
れ
の
受
章

に
樺
き
ま
し
た
。

*
勲
六
等
瑞
宝
章

秦
貞
光
さ
ん
(
百
歳
・
中
常
国
)

鉄
道
業
務
功
労
。

「
功
績
と
い
え
る
ほ
ど
の

こ
と
は
し
て
い
な
い
の
で
、
恐
れ
多
く
、
申
し

わ
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
三
十
五
年
ほ
ど

国
鉄
に
お
世
話
に
な
っ
た
の
で
、
そ
の
恩
義
を

忘
れ
な
い
よ
う
、
今
後
は
、
駅
周
辺
の
環
境
整

備
や
増
収
に
協
力
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
」(
談
)

*
藍
鰻
褒
章

山
崎
博
太
さ
ん
(
白
歳
・
大
手
町
)

県
地
方
労
働
委
員
会
会
長
。
弁
護
士
。
労
使

紛
争
の
解
決
や
労
使
関
係
の
正
常
化
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

広報うえだ2.5.16

知
事
表
彰

• 

4
人
が
喜
び
の
受
章

県
は
四
月
二
十
六
日
、
平
成
二
年
の
知
事
表

彰
者
を
発
表
し
ま
し
た
。
市
内
で
は
、
次
の
四

人
の
皆
さ
ん
が
受
草
さ
れ
ま
し
た
ο

マ
保
刈
定
美
さ
ん

(ω歳
・
大
手
町
)
産
業

功
労
(
ほ
か
り
社
長
)

マ
母
袋
恭
ニ
さ
ん

(
引

歳

・
下
塩
尻
)
産
業
功
労
(
上
回
ケ
ー
ブ
ル
ビ

ジ
ョ
ン
代
表
取
締
役
)

マ
黒
坂
周
平
さ
ん
(
祁

歳

・
東
前
山
)
芸
術
文
化
功
労
(
県
文
化
財
保

護
協
会
長
)

マ
若
林
正
五
さ
ん

(
九
歳

・
新

屋
)
体
育
功
労
(
上
田
市
体
育
協
会
長
)



こ的辺13変わ3ねー

円治会長さんに市の施設などを見てもらい、行政へ

の倒心を悶めてもらおうと、 4月26目、 27自の両日 、

地殻研修視察が行われました。 2日間で87人が参加。

rnLtの森公園、 上回創造館、クリ ーンセンタ一、東塩

聞林間工業団地など10か所を悦裂。高速道路建設予定

地では、上回バイパス蛇沢大儒の近くから、インター

予定地やルート周辺を、 t[l.当職只の説明を受けながら、

しきりにうなづいていました(=写真)，

みーむ、

..............................................................................・・・・・・

市
政
発
展
た感
謝
し
ま
す

上岡市功労者表彰式が5月2目、市役所6

|帯大会議室で行われました。

この功労者表彰は、市政発展に多年献身的

なご活躍をいただいた皆さんの功績をたたえ

るために行っているもので、今年は11人のか

たが表彰されました(下段に氏名)。

3田 市立保育園入図式 (251吋)

4日 市内中学校入学式 (7位、1，712人)

5日 新卒就職者激励金(市民会航) 市内

小学校入学式 (17校、 1，388人)

7日 部 1 回上回市交通安全djL~大会 (市民

会館) 綜の祭1) (上回公園、 -8日)

12日 北陸新幹線長野県沿線広域市町村連絡

協議会役員会および総会 (東京)

15日 海野町イベント広場 (B H~!広場 }オー
プン 第 1回上回原古戦場製り 上回民踊

祭り(市民会館)

17日 東塩田児童センター竣工式

18日 長野県市長会(小野市、 -19臼) 肱

置自転車撤去(J R上田駅周辺、約170台)

19日 別所埠泉森林公閏聞き

20日 臨時市議会(佐必助役が再思)

21日 上聞真阻まつリ=ミス仁田コンテスト、

ハッスルのど自慢大会(rli民会館)

22日 上田真田まつり=点田武者行列、民謡
流し、タイムスリ ップ予作')城下町{目抜

き通りなど) 第 l凶上小ふるさと太鼓ま

つり(大手町通 1)) 

24日 北陸新幹線上田駅雄設広蹴推進協議会

総会 北陸新幹線上回駅建設促進期成同盟
ぷλ主主~A
2三事~.~

26日 自治会長市の施設視察 (-27日)

28日 みどりマラソン(別所温泉森林J::闇)

29日 上小森林祭 ・上田市制樹祭(市民の森

公園)

@ 

市の動き

上
田
市
功
労
者

日
人
を
表
彰
(
写
真
上
)

• 

マ
飯
島
千
弘
さ
ん

(η
歳
・
下
之
条
)
前
上
田

市
農
協
組
合
長
理
事

マ
井
沢
善
一
さ
ん

(
祁

歳

・
越
戸
)
元
川
西
土
地
改
良
区
理
事

マ
石

井
幹
雄
さ
ん

(η
絞

・
海
野
町
)
前
上
田
市
自

治
会
辿
合
会
長

マ
岡
秀
樹
さ
ん

(
伺
歳
・

下
回
町
山
)
上
回
商
工
会
議
所
職
貝
、
元
上
回
味

噌
響
油
工
業
協
同
組
合
専
務
理
事
マ
清
水
幹

崇
さ
ん
(
臼
歳
・
岩
門
)
保
護
司
、
元
人
権
擁
護

委
員

マ
田
中
友
道
さ
ん

(
川町
歳
・
袋
町
)
元

上
田
商
工
会
議
所
議
員
、
県

・
上
回
世
界
青
年

友
の
会
事
務
局
長

マ
平
尾
義
雄
さ
ん
(
邸
歳
・

上
常
悶
)
元
上
田
市
教
育
委
員

・
教
育
長

・
小

中
小
校
長
マ
曲
尾
平
吉
さ
ん

(ω哉
・
堀
田

新
町
)
保
護
司
、
元
農
業
委
只
マ
山
崎
寛
吾

さ
ん

(
九
議
・
山
口

)
神
川
沿
岸
土
地
改
良
区

理
事
、
一
花
農
業
委
員
マ
山
寺
豊
一
さ
ん

(
河

歳

・
鍛
冶
町
)
長
野
県
L
P
ガ
ス
卸
協
議
会
理

事
長
、
元
上
田
市
上
下
水
道
事
業
協
同
組
合
理

事
長

マ
山
辺
裕
夫
さ
ん

(
臼
歳

・
国
分
)
一
花

上
田
市
消
防
団
副
団
長
(
五
十
音
順
)

[31 16 5. 

市民と市長の日

.6月2日(土)
午前9時~正午

広報うえだ2
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お知らせア・弓・カ .Iι・ト

• 

入
湯
税

圏
納
税
す
る
か
た
は

鉱
泉
浴
湯
に
入
場
し
た
入
場
客
が
宿
泊
料
な

ど
の
ほ
か
に
納
め
て
い
た
だ
き
、
浴
場
経
営
者

が
市
へ
納
入
し
ま
す
。
た
だ
し
、
十
二
歳
未
満

の
子
ど
も
や
、
公
衆
浴
場
、
地
域
の
人
た
ち
の

福
祉
向
上
を
図
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
相
染
問

な
ど
の
入
湯
は
、
か
か
り
ま
せ
ん
。

圃
入
湯
税
の
税
率

一
人
一
日
、
宿
泊
入
湯
客
は

一
五

O
円、

日

帰
り
入
場
客
は
五

O
円
で
す
。

国
国
入
湯
税
の
使
い
み
ち
と
税
収

入
湯
税
は
、
環
境
衛
生
、
鉱
泉
源
の
保
護
管

理
、
観
光
ま
た
は
消
防
活
動
な
ど
の
施
設
整
備
、

観
光
宣
伝
事
業
の
た
め
に
使
わ
れ
る
目
的
税
。

昭
和
六
十
三
年
四
月
か
ら
平
成
元
年
三
月
ま

で
の
税
収
は
、
二
千
七
百
万
円
余
り
で
、
有
効

に

使

わ

れ

て

い

ま

す

。

(

お
わ
り
)

あ
な
た
も

企
画
に
参
加
し

T
み
ま
せ
ん
か

今
年
で
十
九
回
目
を
迎
え
る
「
上
回
わ
っ
し

ょ
い
」
。
市
民
総
参
加
の
祭
り
に
す
る
た
め
に
、

今
回
、
企
画
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
年
齢
、
性

別
は
聞
い
ま
せ
ん
。
替
っ
て
ど
う
ぞ
。

マ
申
し
込
み
観
光
課
(
内
線

1
4
2
2
)

へ
六
月
八
日
掛
ま
で
に
電
話
で
お
願
い
し
ま
す
。

、.E霊E彊.'=E璽霊-・

見直そうの大切さ
8月2日・3日染屋潜水場を開放

-水道関連器具展示会

水道に関連のある器具等を展示。また、水道に

関する無料相談に応じます。

大切な水の使い方

わたしたちの生活に、なくてはならない大切な

水。水道の蛇口をひねれば、いつでも、きれいで

安心して飲める水が使用できますが、水道週間を

機会に大切な水の使い方を考えてみましょう。

※水道料金は水道事業を支えています

水道局では、家庭に安全でおいしい水を送t)続

けるため、施設の拡張や改良 ・整備工事、あるい

は日常の配水や水質管理を行っています。しかし、

これらはすべて皆さんがたの水道料金でまかなっ

ています。 t>問い合わせ 業務課(内線1852)

・・__j__j L_ ___.I _】Lー 1..... '-....3・・
----EE----

6月1日、県下一斉に河川パトロール
川はみんなの財産。一人ひとりの手で、川を汚

れから守 1)ましょう 。信濃川を守る協議会では、

春と秋に、各種団体に協力をいただき、県下一斉

河川パトロールを行っています。

t>問い合わせ 生活環境課(内練1389)

明治23年に水道の法律が制定されてから、満100

年を迎えました。この聞に水道は目覚ましい普及

発展を遂げ、昭和34年にわずか47.8%であった全

国普及率が、 今日では94.2%に至り 、上田市水道

局管内の普及率についても99.9%と全国平均を大

きく上回る水準となっています。

今年も 6月1日働から 7日同まで、全国一斉に

第32回水道週間が行われます。市水道局では、こ

れに合わせて 6月2自由 ・3日(日)の 2日間、染屋

浄水場で次の行事を行います。お子さんも楽しめ

るよう金魚すくいなども計画していますので、家

族そろってお出かけください。(時間は両日とも午

前 9時から午後4時まで)

・染屋浄水場を開放

水道の水がつくられるまで、どのようにきれい

になっていくかがわかります。

・はてな ・わかるかな?

染屋浄水場内で大人向け、子ども向けの水道ク

イズを出題します。挑戦しましょう 。成績の良い

かだには粗品を差し上げます。

・水道資料館を開放

上水道が創設された当時(大正12年)からの貴

重な写真や機器などが保存展示されています。

考えよう/

-[4] 広報うえだ2.5.16--------



市
職
員

5
月

l
日
付
け

人
事
異
動

-
部
長
級

マ
総
務
部
長
兼
上
小
地
域
広
域
行
政

官
中
務
組
合
併
務
局
長
(
建
設
部
長
)

平
尾
哲
男
マ
財
政
部
長
(
議
会
都

務
局
長
)
尾
見
幸
一
マ
社
会
部
長

兼
福
祉
事
務
所
長
(
消
防
部
長
)
問

中
要
マ
建
設
部
長
(
社
会
部
長
)

議
沢
恨
雄
マ
消
防
部
長
(
業
務
謀

長
)
鈴
木
秀
一
郎
マ
議
会
事
務
局

長
(
総
務
課
長
)
飯
島
孝
一
マ
教

育
次
長
(
会
計
謀
長
)
小
林
陽
三

マ
参
事
栄
市
民
細
部
長
(
市
民
課
長
)

茅
野
清
マ
参
事
兼
土
木
課
長
(
土

木
課
長
)
官
向
島
寸
秀
邦
マ
参
事
兼
建

築
課
長
(
建
築
課
長
)
上
野
負
マ

参
事
兼
業
務
脚
部
長
(
観
光
謀
長
)
饗

場
民
雄
マ
参
事
兼
庶
務
総
長
(
庶

務
謀
長
)
小
山
幸
マ
参
事
米
中
央

公
民
鈴
E
K
(
中
央
公
民
館
長
)
川
上

背
明
刀
・
謀
長
級

マ
総
務
課
長
(
福
祉
課
長
)
清
水
万

伴
マ
収
税
謀
長
(
清
掃
事
務
所
長
)

横
関
術
マ
国
保
年
金
課
長
(
産
院

事
務
長
)
荒
井
鉄
総
マ
保
健
予
防

課
長

(
社
会
課
長
)
竹
沢
栄
一
マ

生
活
環
境
課
長
(
図
舎
館
長
)
宮
本

智
夫
マ
福
祉
課
長
兼
福
祉
事
務
所

次
長
(
報
恩
師
伏
長
)
内
藤
良
典
マ

社
会
課
長
(
滋
国
支
所
長
)
滝
沢
勝

重

マ

労

政

隷
E
K
(
公
邸
管
理
事
務

所
長
)
鈴
木
誠
一
マ
観
光
謀
長
(
総

務
部
付
)
骨
向
井
忠
史
マ
交
通
対
策

課
長

(
下
水
道
総
長
)
池
内
四
郎

マ
駆
回
支
所
長
(
社
会
教
育
課
長
)

三
輪
韓
国
方
マ
会
計
課
長

(
底
資
委

員
事
務
局
長
)
水
品
和
夫
マ
同
和

教
育
謀
長
(
第

一
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
所
長
)
小
林
普
幸
マ
消
帰
事
務

所
長
(
庶
務
細
部
課
長
補
佐
兼
庶
務
係

長
)
大
滝
盗
志
夫
マ
報
恩
犠
打
笠
間

保
年
金
課
謀
長
紛
佐
兼
国
民
健
康
保

険
係
長
)
生
島
隆
男
マ
産
院
事
務

長
(
市
民
税
課
謀
長
補
佐
兼
市
民
税

第
一
係
長
)
手
塚
進
マ
公
悶
管
破

事
務
所
長

(清
掃
事
務
所
所
長
補
佐

兼
業
務
係
官
官
)
成
沢
勝
利
マ
燥
村

下
水
逃
謀
長
(
農
村
繁
備
練
謀
長
補

佐
兼
計
画
翻
査
係
長
)
小
林
隆
利

マ
都
市
開
発
課
長
(
下
水
道
謀
総
長

補
佐
級
建
設
係
長
)
中
沢
紀
雄
マ

下
水
道
課
長
(
土
木
脚
部
課
長
補
佐
旅

土
木
第
一
係
長
)
三
浦
久
雄
マ
社

会
教
育
課
長
(
企
画
謀
議
長
補
佐
兼

企
画
調
繁
係
長
)
須
藤
消
彬
マ
第

一
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
(
商
工

謀
議
長
補
佐
嫌
企
業
立
地
係
長
}
小

林
繁
マ
西
部
公
民
館
長
(
管
財
課

線
長
補
佐
兼
用
度
運
用
係
長
)
田
鹿

征

男

マ

川
西
公
民
館
長
兼
川
西
社

会
一
稲
祉
セ
ン
タ
ー
館
長
(
管
理
談
線

長
補
佐
般
住
宅
係
長
)
佐
藤
邦
夫

マ
図
書
館
長
(
議
会
事
務
局
次
長
補

佐
兼
議
事
係
長
)
内
藤
政
則
マ
歓

査
委
員
事
務
局
長
(
問
郁
務
局
局
長

補
佐
)
消
水
健
吾
マ
主
幹
兼
業
務

課
総
長
補
佐
嫌
営
業
係
長
上
原
せ

い
(
業
務
課
課
長
補
佐
兼
営
業
係
長
)

マ
主
幹
北
部
南
部
保
育
園
長
中
村

関
子
(
南
部
保
育
園
長
)

-
課
長
補
佐
級

門V
管
財
謀
議
長
総
佐
兼
用
度
巡
用
係

長
(
保
育
課
謀
長
補
佐
兼
地
設
係
長
)

池
悶
博
文
マ
段
村
下
水
道
線
課
長

補
佐
端
部
建
設
係
長

(段
村
艶
備
課
謀

長
補
佐
兼
総
合
献
血
悩
係
長
)
矢
崎
正

夫
マ
浄
水
管
制
ほ
セ
ン
タ
ー
所
長
補

佐
兼
管
理
係
長

(工
務
談
課
長
補
佐

保
潟
水
防
止
係
長
)
久

保

回

効

マ

総
務
課
課
長
補
佐
川
端
行
政
管
理
係
長

土
屋
朝
義
(
行
政
管
理
係
長
)
マ

企
画
謀
総
長
補
佐
兼
企
画
調
態
係
長

(
電
算
係
長
)
中
村
明
久
マ
市
民

税
課
課
長
補
佐
兼
市
民
税
第
一
係
長

(
資
産
税
係
長
)
清
水
明
マ
資
産

税
制
部
課
長
補
佐
兼
資
産
税
係
長

(体

育
娠
興
係
長
)
宮
下
省
ニ
マ
収
税

談
課
長
補
佐
兼
収
税
係
長
宮
下
明

彦
(
収
税
係
長
)
マ
国
保
年
金
謀

議
長
総
佐
兼
国
民
年
金
係
長
坂
回

利
減
往
(
国
民
年
金
係
長
)
マ
福
祉

談
課
長
補
佐
謙
一
悩
祉
係
長
塩
野
崎

利
英
(
福
祉
係
長
}
マ
檎
祉
課
総
長

補
佐
兼
点
字
図
書
館
長
(
川
西
支
所

庶
務
住
民
係
長
)
岩
井
国
広
マ
農

村
献
血
備
制
部
課
長
補
佐
兼
総
合
務
備
係

長
(
土
地
改
良
線
技
術
第
二
係
長
)

片
山
喜
美
男
マ
管
理
議
課
長
補
佐

兼
住
宅
係
長

(勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
館
長
)
高
山
満
之
勺
都
市
計
画

課
課
長
補
佐
殺
都
市
施
設
係
長
(
国

道
バ
イ
パ
ス
係
長
)
小

林

慾

和

マ

庶
務
諜
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長

{
文

岱
係
長
)
小
出
俊

-
係
長
級

マ
電
算
係
長

(編
祉
課
庶
務
係
長
)

田
村
光
広
マ
統
計
係
長
(
生
活
係

長
)
土
屋
苑
マ
収
税
制
部
管
理
係
長

(
点
字
図
替
館
長
)
柄
沢
勝

利

マ

保
険
税
係
長

(上
田
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
次
長
)
長
沢
知

熊
マ
保
険
給
付
係
長
(
溺
査
係
長
)

間
宮
美
子
乃
マ
企
業
立
地
係
長
(収

税
制
耐
管
理
係
長
)
清
水

窓

際

マ

計

画
調
査
係
長
兼
公
設
地
方
却
売
市
場

開
設
機
備
室
市
場
開
設
準
備
係
長
(消

防
部
総
務
課
経
理
係
長
)
柳
沢
剛

マ
土
木
第
一
係
長
(
土
木
第
二
係
長
)

よ
原
健
一
マ
工
事
係
長
(
冷
水
管

滋
セ
ン
タ
ー
管
理
係
長
)
西
山
金
治

マ
再
開
発
係
長
兼
区
画
総
理
係
長

(
都
市
開
発
係
長
)
池
内
孝
一
マ

建
設
係
長
(
工
事
係
長
)
足
立
俊
之

輔
マ
国
道
バ
イ
パ
ス
係
長
(
都
市

総
設
係
長
)
酒
井
澄
幸
マ
灘
事
係

長
北
調
査
係
長

(上
田
地
域
保
健
澱

境
施
設
叩
脱
会
品
川
浄
図
庶
務
係
長
)
山

崎
正
幸
マ
文
書
係
長

(財
政
課
主

査
)
山
本
謙
ニ
マ
保
健
相
淡
係
長

(
保
健
予
防
課
主
査
)
坂
口
洋
子

マ
生
活
係
長
兼
市
民
相
絞
室
長
(
梅

田
地
区
有
線
放
送
所
、
主
盗
)
金
沢
浩

マ
清
掃
事
務
所
業
務
係
長
兼
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
業
務
係
長
(
収
税
制
郁

主
変
)
金
井
忠
一
マ
福
祉
諜
庶
務

係
長
兼
綴
祉
事
務
所
庶
務
係
長
(
秘

由
日
銀
主
査
)
間
続
文
雄
マ
保
育
細
部

施
政
係
長
兼
保
育
係
長
(
生
活
環
境

線
主
変
)
林
和
男
マ
勤
労
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
館
長
(
同
セ
ン
タ
ー
主
査
)

念
坂
箆
美
マ
土
地
改
良
課
技
術
第

二
係
長
(
岡
謀
、
主
査
)
手
減
措
棋
和

マ
土
木
課
土
木
第
二
係
長
(
同
課
主

盗
)
伊
藤
誠
噌
マ
塩
悶
支
所
庶
務

振
興
係
長
(
管
稜
謀
、
主
査
)
盗
品
別
正
昭

マ
川
西
支
所
庶
務
住
民
係
長
(
学

校
教
育
課
主
査
)
山
崎
隆
幸
マ
調

査
係
長
(
農
林
謀
、
主
資
)
水
谷
利
子

マ
漏
水
防
止
係
長
(
工
務
課
主
査
)

宮
下
順
一
マ
体
育
緩
輿
係
長
(
市

民
税
制
師
、
玉
査
)
間
四
時
修
一
マ
政
査

委
員
事
務
局
次
長

{
秘
磐
線
主
査
)

中
沢
照
夫
マ
上
回
地
域
保
健
環
境

施
訟
組
合
清
浄
臨
庶
務
係
長
(
生
活

環
境
棟
、
ま
盗
)
滝
沢
幹
男

-
保
育
園
長

(
四
月
一
日
付
け
)

マ
南
部
保
育
園
長
(
柑
祖
国
中
央
保
育

関
長
)
中
村
純
子
マ
北
保
管
鴎
門
誌

(下
之
条
保
育
関
長
)
勅
使
川
原
富

美
子
マ
圏
分
保
育
園
長
(
梅
田
北

保
育
郎
長
)
木
村
佐
和
子
マ
梅
が

丘
保
育
関
長

(小
泉
保
育
園
長
)
宮

沢
詩
子
マ
下
之
条
保
育
関
口
氏

(白

銀
保
育
園
長
)
上
沢
精
子
マ
塩
回

中
央
保
育
悶
長
(
梅
が
丘
保
育
園
長
)

宮
下
法
子
マ
京
織
間
保
有
劉
長
(
北

保
育
園
長
)
小
林
和
子
マ
組
問
北

保
育
図
長
(
来
鑓
田
保
脊
園
長
)
堀

内
哲
子
マ
白
銀
保
管
郎
長
(
国
分

保
脊
凶
長
)
小
林
千
恵
子
マ
小
泉

保
育
関
長
(
南
部
保
育
幽
長
)
混
入

敦
子消

防
本
部

-
課
長
級

マ
予
防
課
長

(
川
随
分
箸
長
)
北
沢

伴
牒
マ
南
部
消
防
務
長
(
予
防
謀

長
)
{
白
川
忠
男
マ
東
北
分
署
長
(予

防
線
課
長
械
佐
後
指
導
係
長
}
西
沢

品
川
成
マ

川
西
分
署
長
(
南
部
消
防

箸
副
箸
長
兼
庶
務
係
長
)
小
林
忽
平

-
謀
長
補
佐
級

マ
中
央
消
防
岩
副
署
長
兼
庶
務
係
長

(
同
副
署
長
兼
予
防
係
長
)
尾
沢
恒

夫
マ
防
災
細
部
課
長
補
佐
兼
予
防
係

長
金
井
幸
一
(
予
防
係
長
)
マ
南

部
消
防
署
副
箸
長
兼
庶
務
係
長
(
警

防
第
一
係
長
)
小
出
光
失
マ
南
部

梢
防
署
副
署
長
兼
予
防
係
長

(
予
防

係
長
)
橋
詰
究

-
係
長
級

マ
中
央
消
防
署
予
防
係
長
(
東
北
分

署
長
)
A
H
沢
殺
マ
川
西
分
署
庶
務

係
長
(
消
防
係
長
)
小
林
良
次
マ

経
理
係
長
(
財
政
談
主
査
)
中
村
博

美
マ
指
導
係
長
(
予
防
課
主
任
)

増
沢
締
男

門V
東
北
分
考
消
防
係
長

(
同
署
主
任
)
市
川
征
夫
マ
南
部

消
防
署
警
防
第
一
係
長
(
東
北
分
器

、
主
任
)
山
浦
賢
一
郎
マ
川
西
分
署

消
防
係
長
(
予
防
総
主
任
)
中
村
光
広

訂
正
お
わ
び

五
月
一
日
号
の
九
ペ
ー
ジ
、
「
市
民

会
館
似
し
ガ
イ
ド
」
中
、
左
記
に

鋲
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お

わ
び
し
ま
す
。

マ
「
5
月
幻
日
嗣

楽
関
定
制
削
減
奏
会

料
」
に

上
田
市
民
吹
奏

無
粋
」
を
「
有
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-

北

陸

新

幹

線

…

こ
の
日
は
自
治
会
を
中
心
に
空

…
人
係
(
内
線
1
6
2
3
)

マ
そ
の
他
…

み
の
取
り
ま
と
め
を
し
て
い
ま
す
。

圃

l

…
き
缶
拾
い
な
ど
が
一
斉
に
行
わ
れ
ま

…

「女
性
行
動
計
画
」
の
詳
細
は
、
「広

…

自
治
会
な
ど
で
・
申
し
込
め
な
か

っ

園

建
設
促
進
の
署
字

・

…
す
。
皆
さ
ん
、
積
極
的
に
参
加
し
ま

…
報
」
五
月
一
日
号
を
ご
覧
を
。

…
た
場
合
は
、
市
民
課
ま
た
は
各
支
所

圃

お

済

み

で

す

か

…

し
ょ
っ
。

…
・

…
で
ど
う
ぞ
。

現
在
、

「北
陸
新
幹
線
建
設
促
進
」
…
「
あ
き
か
ん
の
な
い
街
な
い
道
…

・

工

業

統

計

調

査

の

…

マ

会

費

一
般
四
百
円
、
団
体
三

の
署
名
を
全
自
治
会
一
斉
に
お
願
い

…

な

い

自

然

」

…

圃

広

報

ポ

ス

タ

ー

を

募

集
…

百
円

(保
有
国
、
幼
椛
困
、
小

・
中

し
て
い
ま
す
。
こ
の
署
名
は
県
内

…

4

2旨
置
留
置

E
…
・

…
学
校
へ
通
う
子
)

マ
加
入
が
無
料

沿
線
五
十
四
市
町
村
で
、
同
時
に
笑

…
一
世

岨

園

陸

陳

謝
副

て

…

通
商
産
業
省
で
は

企
同
の
製
造

…
に
な
る
人

①
生
活
経
を
受
け
て

管
内
北
陸
新
幹
総
軽
井
沢
以
北

…
一
同一

一子

鐙

麺

圏

一

業
を
営
む
卒
業
所
を
対
象
に
毎
年

…
い
る
人
②
身
体
障
害
者
(
一
一

一

「
フ
ル
規
格
に
よ
る
早
期
新
工
」
実

…
一

む

議

題

圏

-
f工
業
統
計
調
査
を
立
し
て
い
ま
す
。
…
三
級
)
③

署

長

を

持

つ

人

④

交

働
一
世一

3
1穏
鐸
脳
圃
・
・
の
…

・
;

駐
を
、
政
府
、
関
係
機
関
に
強
く
要

い
F
G
一

一
語
障
臨
曙
圃
・
圃
缶
一

こ
の
調
査
の
円
滑
主
失
砲
を
園
る
た
…
一
地
災
害
遺
児
⑤
七
十
故
以
上
の
人
(大

請
し
て
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⑤月の相談

わ六ンなのに階こ時
せ日テぃ他つ)ろ三マ。K) イ場 ぃ マ 十 と
保まア合当て内保分 き
健でが、 B の容健か
予に伺こ介話 セら六
!坊速いち議、腰ン三月
謀絡まらを話痛タ時十
(をすか代しと|三二
内 。のらわ合屑 ( 十日
線マで嬬るいこ南分(刈
1 問 、人人 り庁午
3 い 六ボがマな舎 マ 後
7合月ラいそど 2 と ー

ポ康上 i 科気 回圃園圃園田 9
コ診回午マ衛軽苦手 ) 
|断西後と生にち 歯
ナ、武三 き 士どや 示
|ブ三時 会うん ニニ
なラ階三六上ぞか 1延
ど ツ 十月回 。ら お康
。シ マ 分三支主お 出相

多喜マ (1)学!?Zか談
指 と 午す長り けヘ
導歯 こ前 。野ま を

。上記以外の相談は生活環境課(内線1388)へ照会を。 、のろ十 県で
※市役所内の各担当課での常設相談は、随時紹介していきます。 展健 時 歯お

子宮がん検診医療機関一覧表 (印宵l阪) 円民 受き検ま子
、) マ 診に診し t&;三
頚 対 て。 、はよが十
部 マ象 き医 、うん歳
が 費 ま師子 。検を
ん 周 三すが宮な診過
と 十 。必頚おをぎ
体頚絞 要部、、た

部部以 とが子次ら
ががて七 認ん富に
んんど め検体よ年
での泣 た診部り一
千み史 人のが受囲
七千市 がとんけは

線 マ 間以中場持絡 予は活百
1間以 内お合 ちし 左|坊無保円
3い内②よは物 て表課料議
7合 ③治ぴ避 かのへ(、な
4わ検療生け保ら医連②市お
) せ 診な理て険受療絡の民
前どが〈証け機を人税①
保臼で終だ ま関 1 は非七
健の臆わさ マ しへ 受課十
子夫洗つい 注 よ 。マ 診税歳
防婦浄て。 意 う事 受 前世以
諜生後一① 。前診に帯上
(活二週生次 に 場 保の②
内 週間理のマ連所健人生

寝
た
き
り
老
人
を

か
か
え
る
家
族
の
会

今月の納税

納期限は5月31日です

全期軽自動車税

中日 談 名 日 時 会場など

6月8日(金)

法律相談 12: 30-15 : 30 
市 予約先は生活環

(予約制) 6月22日(金) i支 崎議(内線1388) 
13 : 30-15 : 30 

所

人権 ・悩みごと相談
6月7日(木) E 市民相談室
13: 00-16 : 00 ⑫ (fl9庁舎2階)

6月14臼{本) 4 
市民相談室土地 ・建物相談 1 

13:00-16:00 。(商庁舎2階)
6月1日(金)
。

J1，~業委貝会農地問題相談
8 : 30-17 : 00 {本庁合2階)

行政相談
6月11日()0) ) 

西武デパート
10: 00-15 : 00 

心配ご と相談
毎週火眼目
10: 00-15 : 00 社会福祉協議会

6月16日(ゴ--) E ⑫ 2025 
法律相談

10 : 00-正 午

法律相談 6月20日(水)
(予約制) 10: 30-正午 上回商工会議所

毎週月~金H昔日 E ⑫ 4500 
保険年金相談

9 : 00 -16 : 00 

※市民相談 毎週月~土眼目(午前)
生活邸境諜消費'-f_活相談 9 : 00-17 : 00 市

※家庭 ・児童相談 毎週月~金曜日
i支 福祉総9 : 00-16 : 00 宮 ⑫ 2000

毎週月~金眼目 所 背少年課※脅少年相談
9 : 00-17 : 00 E ⑫ 8080 

年
一
回
は

子
宮
が
ん
検
診
を

屯話
受付 H寺側l

医療機関名
番号

fiiii 35 
午前 午後

上回市産院 ⑫1573 8: 30-11: 00 

-------共立産婦人科 ⑫8480 9: 00-11: 00 2: 30-5: 00 土日程日午後休診

/ 
木曜日休診

国立家信病院 ⑫1890 8: 30-11: 00 土日l~8は午前8時30分
から10時30分まで

竹内産婦人科 @1321 9:00-正午 1:00-5:30 土日程日午後休診

笠岡 医 院 @1l58 8:30-正午 3:00-5:30 木E話回{木鈴
土曜日は午後5時まで

t~悶産婦人科 ⑫4370 9: 00-11: 40 -----午後は往診があります
新美産婦人科 @0012 9:00-正午 3:00-6:00 ので屯話をしてからお

でカ・けくださL、.

服部護婦人科 @2830 9: 00-12: 30 2: 00-5: 30 土日起日午後{本吉会

三浦産婦人科 @0350 9:00-1 :00 

-------三好町
⑫2381 9: 00-11: 30 2: 00-5: 30 土日限日午後休診産婦人科

※この検診は、日曜日、祝日は各医療機関とも実施しません。
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-春原友也〈ん
( 4か月、上塩尻)

「食欲もおう盛で、最近は

おIAりが少しできるように
なりましたJ と母律子さん。

保健tDt
保健予防課(内線1374)

6月の乳幼児健康診査

じ〉受付時間 いずれも午後1時-2時 [>持ち物

母子健康手帳、パスタオル (4・10か月児)、歯フポラシ

( 1歳 6か月児)0 1歳6か月児は、赤ちゃん手帳の中

にある健康診査票に記入してお持ちください。 3歳児

の健康診査票は、様式が変わりましたので、健診臼に

会場で記入していただきます。

保健センタ ー (市役所南庁舎2階)

鍵 主"任~ 実施日 生年月 日

4 カ、 月
6月1日 2. 1. 16-1. 31 

6月19日 2. 2. 1 -2. 15 

10 カ、 月
6月7日 je. 7. 16-7. 31 

6月26日 冗 . 8. 1 -8. 15 

|歳 6か月
6月6日 63.11.16-11 .30 

6月20日 63. 12. 1-12. 15 

3 歳
6月4日 62. 5. 1 -5. 15 
6月25日 62. 5. 16-5. 31 

塩田母子健康センター(塩田地区)

4 カ、月

10 か月

3 歳

6 fJ 27日

6月22日
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川西社会福祉センター(JII西地区)
4 カ、月

10 か月
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6月13日

日本脳炎予防接種

b対象 ①初回=昭和61年 4月-62年 3月までに生

まれた幼児②追加=昭和60年 4月-61年 3月までに生

まれ、昨年、初回として1固または2回接種してある幼

児③これ以前に生まれ、初回、追加が完了していない

幼児 [>接種方法初固 として、 1-2週間隔で2回

接種(1週間に満たなかったり、 2週間を越えた場合、

接種てゆきません)。 さらに、おおむねl年後に追加1回

接種 [>接種時間 各会場とも、午後1時30分-2時

30分 [>持ち物 母子健康手帳、問診察 (赤ちゃん手

帳の中にあります。会場にも用意) [>注意 ①赤ち

ゃん手帳の、「接種前後の注意事項」を読みましょう。

② 5月にポリオ、麻しん、またはMMR予防接種を受

けた幼児は、 1か月聞は他の予防接種が受けられませ

ん。 また、7月に行うツベルクリン反応検査 .BCG

接種を受ける幼児は、日本脳炎予防接種を受けて、 2週

間以上経過してから接種してください。

日本脳炎予防接種目程表

接被 8
~ 場 名 がI 象 I也 区

l回目 2回目

上野が丘公民館
神科の一部 (畑山 ・伊勢山 ・富士見

6 6 台・神科新屋 ・聖l-竹 ・沼野竹 ・
月 月 笹井 ・川原)
6 19 神川の 部 (大反 ・岩下 ・下青木 ・

神川地区公民館 体日l (日刈 みすず台m . みすず台~t . j-_型f
木)

1i回母子健康センター 6 6 中主昆回/ / 

川西祉会福祉センター
7 20 )11 西併事 休j

川辺町会館 / 6 / 6 )11辺の一部 (土問朕・川辺町・倉升)

塩田母子健康センター
12 12必6 ~J墨田・西復図 ・ JJIJ所(対

中央 {横町 ・梅野1IIT.si:町 ・袋町 ・

保健センター 6 6 
馬湯町・田町・丸殿町 ・木町・
北大手)

(市役所南庁舎2階) 月 月 西部 (下紺屋町・鎌原・西脇・新町・
13 27 線電方部1・生塚・?吉亀華町・緑が丘・

日 日 新E量・緑が丘北・緑が丘，西・城北)

経尻地区公民館 b同 休i 復尻 (秋和 ・上主瓦尻・下溢j元)

三好町会館 城 下

東部 (踏入・糸町・上?吉岡・中?言問・

6 6 
下常国 ・北常回 ・材木百T.常・入)

保健センタ ー 南部 (南天神IBT・泉平・北天神町 ・

(市役所衛庁舎2階}
月 月 松尾町 ・鷹匠町 ・本町 ・末広町
14 28 大手町)

川辺町会館 日 臼 川辺・ 泉国の一部 (紳畑 ・下之条 ・

b同 骨純 築地・東築地・半過・綴聞・吉国)

神川地区公民館
神川の一部 (絡が丘 ・ 久保林 ・ 潟~
上沢 ・国分 ・下機 ・上場)

保健センター 北部 (上)(11京柳町 ・下川原柳町 ・愛
6 6 宕町・上鍛冶町・鍛冶町・上E草山・

(市役所南庁舎2際) 月 月 下E草山・柳町・新図・上紺屋町)

上野が丘公民館
15 29 神科の一部(岩門・染農・蛇沢・金井・
自 日 山口・大久保・長ぬ.iii;剛寺}

農村環境改善センター
告齢
ω型一 般

※駐車場が狭いので、 E震はなるべくご遠慮ください。

ポリオ生ワクチンを投与(2回目)

詳しくは、 3月16日付け 「広報J(l2P.)をご覧くだ

さb、。時聞は、各会場とも午後1時30分-2時30分 。

ポリオ(小児まひ)予防接種目程表(春期)

~三、 場 名
按務i 自

対象地区( 2回)

保健センタ ー
東 部

南 部
(市役所南庁舎2階) 5月29日(火) 中 央
JlI 辺 町 会 総 川辺・泉田
上聖子が丘公民館 神科・豊殿

保健センタ ー ~t 苦B
西 音R

(市役所南庁舎21;皆)
5月30日(水) 塩 尻

神川地区公民鉛 神 )11 

一 好 町 ~ 三 滅 下

塩回母子健康センター 5月31日(木) 塩 回
川西社会福祉センター }II 西

※1回目と2回目の間隔は、 6週間以上あけてください。

広報うえだ2.5. 16 (8] 
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